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レーダー雨量の 列車運転規制へ の 活用に関する研究
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1．はじめに

　鉄道では，降雨時の 列車運行の 安全を確保するため に，

雨量計で大雨を検知した場合に ，運転中止や速度規制を

実施する列東運転規制を行っ て い る．東 日本旅客鉄道株

式会社（以下 ， JR 東 日本）で は ， 約 10km 間隔 で雨量計を

設置し， 列車運転規制に半減期 1．5，6，24 時間の 実効雨量

を用い て い る、鈴木・大島（2014）Dによると，鉄道の 雨量計

は 線路沿線の 任意 の 地点で発坐する大雨を概ね捉えて い

るが ， 雨量計で は大雨として 捉えられない 場合もある．そこ

で
，

レ ーダー
雨量を用 い ることで

， 雨量計で 捉え られない 大

雨も捉えられる列車運転規制方法の開発を進め てい る．

2、解栃結果

　鉄道にお い て 自然災害に対する列車運転規制を行う際

の 基本 は ， 自然外力により被る危険を十分に回避（安全の

確保）した上で ， 列車の 正常な運行を可能な限り確保（安定

性の確保）することである Pt．そこで，レ
ーダー

雨量を活用し

た列車運転規制に つ い て ， 安全性と安定性の両面か ら評

価した，解析は，気象庁 の レ
ー

ダ
ー・ア メダス解析雨量 （以

下，解析雨暈）と JR 東日本に お い て発生した降雨災害事

例を用い て行っ た．なお，解析の対象期間は 1km メッシ ュ

の 解析雨量が存在する 2006年から2013年とした，

　レーダー
雨量を活用した列車運転規制には，線路直上

の 全て の メッシ ェ の 解析雨量を用い るこ ととした。列車運転

規制基準値は、  列車運転規制区間（雨量計の受持ち区

間）ごとに現行の実効雨量に よる運転中止基準値を用 い る

場合と、  全線区
一
律に，1 時間雨量が 30，40，50，60，70，

80
，
90

，
100mm を用い る場合につ い て検討した。

　表 1 に は，雨量計に よる列車運 転規制で は 運 転中止 の 発

令前に発生した災害の うち ， 列車運転規制に解析雨量を用

い て基準値を  もしくは   とした場合に，災害発生時の 降

雨量がそれぞれ の 基準値以上で あっ た災害件数，っ まり解

析雨量を用 い ると雨量計による列箪運転規制に追加 して捕

捉できる災害件数（以下 ， 追加災害捕捉数）を示した．図 1

には，線区内の 1 地点以上の 雨量計におい て降雨量が現

行の運転中止基準値を超過した時間数（以下，運転中止時

　　　 表 1 追加災害補足件数と追加運転規制 日寺間
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図 1 運転中止 時間 と追加運転規制時間（10線区）

間）を示したもの で，雨量計の 地点を含むメッ シュ の 解析雨

量を用い て算出した．これは，鉄道で は線区の どこか の 雨

量計で列端運転規制が発令されると，全線の列車運行に影

響を及ぼすためで ある．また，雨量計の 地点で は降雨量が

運転中止 基準値以下 （運転中止 の 発令前）の ときに ， 列車

運転規制に解析 雨量を用 い て基準値を  もしくは  とした

場合に ，降雨量がそれぞれの 基準値以上となる時間数 っ

まり解析雨量を用 い た場合に 追加 され る運転規制時間数

（以下 ， 追加運転規制時間〉を 10線区に つ い て示 した．図 2

には 55線 区に おける運転 中止 時間と追加運転規制時間の

関係を示すとともに，表 1には 55線区における運転中止 時

間に対する追加運転規制時間の割合の平均値（以下，追加

運転規制時間の 劇合）を示 した．また ， 表1に は追加運転規

制時間の 割合 （B＞と追加災害捕捉数（A）との 比（斟 A）を示

してあり， これは追加して災害を 1件捕捉するの に要する追

加して実施が 必要な運転規制時問と考えられる．

以上より， 解析雨量の基準値は  より  が適して おり， 

で は 1 時間雨量が 90mm まで基準値が高い ほ ど効率的に

追加して災害を捕捉できる．これは 、降雨量が高い ほど災

害の発生確率が高まるためと考えられる。よっ て，解析雨量

を用い た列車運転規制に は 、部内外の 排水設備の 能力を

考慮して、基糲 直を高めに設定した 1 時閥雨量を用い るの

が 良い と考えられる．従っ て ，降雨時の 列車運転規制には，

現行の 雨量計による列車運転規制を継続した 上で ，線路直

上の全 て のメッシ ュ の解析雨量を用 い た 1 時間雨彙 に よる

列車運転規制を補完的に 用い るの が有効と考えられ る．

3 お　 レ に

　本研究 で は，解析に解析雨量を用 い たが，現在 の 解析

雨量はデー
タの 更新間隔や配信までの 時間を考えるとリア

ル タイム性に 乏しく，実際の 列車運転規制に活用するの は

難しい ，そこで，デ
ー

タの 更新間隔を短くした独 自の 解析雨

量を用い て 列車運転規制を実施することを考えて い る．
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図 2 運転中止時間と追加運転規欄時間（55 線区）
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